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The above warning is located on the top of the unit.
L’avertissement ci-dessus est situé sur le dessus de l’unité.

Explanation of Graphical Symbols
Explication des symboles

The lightning flash with arrowhead symbol within an equilateral triangle is intended to alert the user to the presence of uninsulated “danger-
ous voltage” within the product’s enclosure that may be of sufficient magnitude to constitute a risk of electric shock to persons.

L’éclair avec une flèche à l’intérieur d’un triangle équilatéral est destiné à attirer l’attention de l’utilisateur sur la présence d’une « tension 
dangereuse » non isolée à l’intérieur de l’appareil, pouvant être suffisamment élevée pour constituer un risque d’électrocution.

The exclamation point within an equilateral triangle is intended to alert the user to the presence of important operating and maintenance (ser-
vicing) instructions in the literature accompanying the product.

Le point d’exclamation à l’intérieur d’un triangle équilatéral est destiné à attirer l’attention de l’utilisateur sur la présence d’instructions 
importantes sur l’emploi ou la maintenance (réparation) de l’appareil dans la documentation fournie.

IMPORTANT SAFETY 
INSTRUCTIONS
1 Read these instructions.
2 Keep these instructions.
3 Heed all warnings.
4 Follow all instructions.
5 Do not use this apparatus near water.
6 Clean only with dry cloth.
7 Do not block any ventilation openings. Install in accordance with the 

manufacturer’s instructions.
8 Do not install near any heat sources such as radiators, heat registers, 

stoves, or other apparatus (including amplifiers) that produce heat.
9 Do not defeat the safety purpose of the polarized or grounding-type 

plug. A polarized plug has two blades with one wider than the other. 
A grounding type plug has two blades and a third grounding prong. 
The wide blade or the third prong are provided for your safety. If the 
provided plug does not fit into your outlet, consult an electrician for 
replacement of the obsolete outlet.

10 Protect the power cord from being walked on or pinched particularly 
at plugs, convenience receptacles, and the point where they exit from 
the apparatus.

11 Only use attachments/accessories specified by the manufacturer.
12 Use only with the cart, stand, tripod, bracket, or 

table specified by the manufacturer, or sold with 
the apparatus. When a cart is used, use caution 
when moving the cart/apparatus combination to 
avoid injury from tip-over.

13 Unplug this apparatus during lightning storms 
or when unused for long periods of time.

14 Refer all servicing to qualified service personnel. Servicing is 
required when the apparatus has been damaged in any way, such as 
power-supply cord or plug is damaged, liquid has been spilled or 
objects have fallen into the apparatus, the apparatus has been 
exposed to rain or moisture, does not operate normally, or has been 
dropped.

(UL60065_03)

PRÉCAUTIONS CONCER-
NANT LA SÉCURITÉ
1 Lire ces instructions.
2 Conserver ces instructions.
3 Tenir compte de tous les avertissements.
4 Suivre toutes les instructions.
5 Ne pas utiliser ce produit à proximité d’eau.
6 Nettoyer uniquement avec un chiffon propre et sec.
7 Ne pas bloquer les orifices de ventilation. Installer l’appareil confor-

mément aux instructions du fabricant.
8 Ne pas installer l’appareil à proximité d’une source de chaleur comme 

un radiateur, une bouche de chaleur, un poêle ou tout autre appareil 
(y compris un amplificateur) produisant de la chaleur.

9 Ne pas modifier le système de sécurité de la fiche polarisée ou de la 
fiche de terre. Une fiche polarisée dispose de deux broches dont une 
est plus large que l’autre. Une fiche de terre dispose de deux broches 
et d’une troisième pour le raccordement à la terre. Cette broche plus 
large ou cette troisième broche est destinée à assurer la sécurité de 
l’utilisateur. Si la fiche équipant l’appareil n’est pas compatible avec 
les prises de courant disponibles, faire remplacer les prises par un 
électricien.

10 Acheminer les cordons d’alimentation de sorte qu’ils ne soient pas 
piétinés ni coincés, en faisant tout spécialement attention aux fiches, 
prises de courant et au point de sortie de l’appareil.

11 Utiliser exclusivement les fixations et accessoires spécifiés par le 
fabricant.

12 Utiliser exclusivement le chariot, le stand, le tré-
pied, le support ou la table recommandés par le 
fabricant ou vendus avec cet appareil. Si l’appa-
reil est posé sur un chariot, déplacer le chariot 
avec précaution pour éviter tout risque de chute 
et de blessure.

13 Débrancher l’appareil en cas d’orage ou 
lorsqu’il doit rester hors service pendant une période prolongée.

14 Confier toute réparation à un personnel qualifié. Faire réparer l’appa-
reil s’il a subi tout dommage, par exemple si la fiche ou le cordon 
d’alimentation est endommagé, si du liquide a coulé ou des objets 
sont tombés à l’intérieur de l’appareil, si l’appareil a été exposé à la 
pluie ou à de l’humidité, si l’appareil ne fonctionne pas normalement 
ou est tombé.

(UL60065_03)

WARNING
TO REDUCE THE RISK OF FIRE OR ELECTRIC SHOCK, DO NOT 
EXPOSE THIS APPARATUS TO RAIN OR MOISTURE.

AVERTISSEMENT
POUR RÉDUIRE LES RISQUES D’INCENDIE OU DE DÉCHARGE 
ÉLECTRIQUE, N’EXPOSEZ PAS CET APPAREIL À LA PLUIE OU À 
L’HUMIDITÉ.
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安全上のご注意
必ずお守りください
ここに示した注意事項は、製品を安全に正しくご使
用いただき、お客様やほかの方々への危害や財産へ
の損害を未然に防止するためのものです。必ずお守
りください。
お読みになったあとは、使用される方がいつでも見ら
れる所に必ず保管してください。

「警告」と「注意」について
誤った取り扱いをすると生じることが想定される内容
を、危害や損害の大きさと切迫の程度を区分して掲載
しています。

記号表示について
この製品や取扱説明書に表示されている記号には、
次のような意味があります。

電源 / 電源コード
電源コードが破損するようなことをしない。
• ストーブなどの熱器具に近づけない
• 無理に曲げない
• 傷つけない
• 電源コードに重いものをのせない
感電や火災の原因になります。

電源はこの機器に表示している電源電圧で
使用する。
誤って接続すると、感電や火災のおそれがあります。

電源コードは、必ず付属のものを使用する。
また、付属の電源コードをほかの製品に使
用しない。
故障、発熱、火災などの原因になります。
ただし、日本国外で使用する場合は、付属の電源コー
ドを使用できないことがあります。お買い上げの販
売店または巻末のヤマハ修理ご相談センターにお問
い合わせください。

電源プラグにほこりが付着している場合は、
ほこりをきれいに拭き取る。
感電やショートのおそれがあります。

この機器を電源コンセントの近くに設置する。
電源プラグに容易に手の届く位置に設置し、異常を感
じた場合にはすぐに電源を切り、電源プラグをコンセ
ントから抜いてください。また、電源を切った状態で
も電源プラグをコンセントから抜かないかぎり電源
から完全に遮断されません。電源プラグに容易に手が
届き、操作できるように設置してご使用ください。

長期間使用しないときや落雷のおそれがあ
るときは、必ずコンセントから電源プラグ
を抜く。
感電や火災、故障の原因になることがあります。

接続
電源プラグは保護接地されている適切な
コンセントに接続する。
確実に接地接続しないと、感電や火災、または故障
の原因になります。

分解禁止
この機器の内部を開けたり、内部の部品を
分解したり改造したりしない。
感電や火災、けが、または
故障の原因になります。異
常を感じた場合など、点検
や修理は、必ずお買い上げ
の販売店または巻末のヤマ
ハ修理ご相談センターにご
依頼ください。

• この製品の内部には、お客様が修理/交換できる
部品はありません。点検や修理は、必ずお買い上
げの販売店または巻末のヤマハ修理ご相談セン
ターにご依頼ください。
• データが破損したり失われた場合の補償や、不適
切な使用や改造により故障した場合の補償はいた
しかねますので、ご了承ください。

警告
「死亡する可能性または重傷を
負う可能性が想定される」内容
です。

注意
「傷害を負う可能性または物的
損害が発生する可能性が想定さ
れる」内容です。

注意喚起を示す記号

禁止を示す記号

行為を指示する記号

警告

禁止

必ず実行

必ず実行

必ず実行

必ず実行

必ず実行

必ず実行

禁止
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水に注意
• この機器の上に花瓶や薬品など液体の
入ったものを置かない。
• 浴室や雨天時の屋外など湿気の多いとこ
ろで使用しない。

内部に水などの液体が入ると、感電や火災、または
故障の原因になります。入った場合は、すぐに電源
を切り、電源プラグをコンセントから抜いた上で、
お買い上げの販売店または巻末のヤマハ修理ご相談
センターに点検をご依頼ください。

ぬれた手で電源プラグを抜き差ししない。
感電のおそれがあります。

聴覚障害
イコライザーのつまみとフェーダーをすべ
て最大にしない。
接続した機器の状態によっては、フィードバックが
起きて聴覚障害やスピーカーの損傷になることがあ
ります。

オーディオシステムの電源を入れるときは、
パワーアンプをいつも最後に入れる。電源
を消すときは、パワーアンプを最初に消す。
聴覚障害やスピーカーの損傷になることがありま
す。

火に注意
この機器の近くで、火気を使用しない。
火災の原因になります。

異常に気づいたら
下記のような異常が発生した場合、すぐに
電源を切り、電源プラグをコンセントから
抜く。
• 電源コード/プラグがいたんだ場合
• 製品から異常なにおいや煙が出た場合
• 製品の内部に異物が入った場合
• 使用中に音が出なくなった場合
• 製品に亀裂、破損がある場合
そのまま使用を続けると、感電や火災、または故障
のおそれがあります。至急、お買い上げの販売店ま
たは巻末のヤマハ修理ご相談センターに点検や修理
をご依頼ください。

この機器を落とすなどして破損した場合は、
すぐに電源を切り、電源プラグをコンセン
トから抜く。
感電や火災、または故障のおそれがあります。至急、
お買い上げの販売店または巻末のヤマハ修理ご相談
センターに点検をご依頼ください。

電源 /電源コード
電源プラグを抜くときは、電源コードを持
たずに、必ず電源プラグを持って引き抜く。
電源コードが破損して、感電や火災の原因になるこ
とがあります。

設置
不安定な場所に置かない。
この機器が転倒して故障したり、けがをしたりする
原因になります。

この機器の通風孔(放熱用スリット)をふさ
がない。
内部の温度上昇を防ぐため、この機器の前面/背面に
は通風孔があります。機器内部に熱がこもり、故障
や火災の原因になることがあります。

塩害や腐食性ガスが発生する場所に設置し
ない。
故障の原因になります。

この機器を移動するときは、必ず接続ケー
ブルをすべて外した上で行なう。
ケーブルをいためたり、お客様やほかの方々が転倒
したりするおそれがあります。

この機器を子供の手の届くところに置かな
い。
お子様が誤って機器の穴に指を入れて、けがをする
おそれがあります。

この機器をEIA標準ラックにマウントする
場合は、7ページの「ラックマウント時の
注意」をよく読んでから設置する。
放熱が不十分だと機器内部に熱がこもり、火災や故
障、誤動作の原因になることがあります。

接続
• ほかの機器と接続する場合は、すべての
電源を切った上で行なう。
• 電源を入れたり切ったりする前に、必ず
機器の音量(ボリューム)を最小にする。

感電、聴覚障害または機器の損傷になることがあり
ます。

手入れ
この機器の手入れをするときは、必ずコン
セントから電源プラグを抜く。
感電の原因になることがあります。

禁止

禁止

禁止

必ず実行

禁止

必ず実行

必ず実行

注意

必ず実行

禁止

禁止

禁止

必ず実行

必ず実行

必ず実行

必ず実行

必ず実行
MRX7-D 取扱説明書
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取り扱い
この機器の通風孔に手や指を入れない。
お客様がけがをするおそれがあります。

この機器の通風孔から金属や紙片などの異
物を入れない。
感電、ショート、火災や故障の原因になることがあ
ります。入った場合は、すぐに電源を切り、電源プ
ラグをコンセントから抜いた上で、お買い上げの販
売店または巻末のヤマハ修理ご相談センターに点検
をご依頼ください。

• この機器の上にのったり重いものをのせ
たりしない。
• ボタンやスイッチ、入出力端子などに無
理な力を加えない。

この機器が破損したり、けがをしたりする原因にな
ります。

バックアップバッテリー
バックアップバッテリーを自分で交換しな
い。
誤って交換すると爆発や故障の原因となることがあ
ります。
バッテリーを交換する必要があるときは、機器の起
動時に [PRESET] ディスプレイにアラート番号
「12.」が表示されます。この場合、お買い上げの販
売店または巻末のヤマハ修理ご相談センターにバッ
クアップバッテリーの交換をご依頼ください。

注記(ご使用上の注意)
製品の故障、損傷や誤動作、データの損失を防ぐため、以下の内
容をお守りください。

■製品の取り扱い/お手入れに関する注意
• テレビやラジオ、ステレオ、携帯電話など他の電気製品の近くで使用
しないでください。この機器またはテレビやラジオなどに雑音が生じ
る原因になります。

• 直射日光のあたる場所 (日中の車内など )やストーブの近くなど極端
に温度が高くなるところ、逆に温度が極端に低いところ、また、ほこ
りや振動の多いところで使用しないでください。この機器のパネルが
変形したり、内部の部品が故障したり、動作が不安定になったりする
原因になります。

• この機器上にビニール製品やプラスチック製品、ゴム製品などを置か
ないでください。この機器のパネルが変色/変質する原因になります。

• 手入れするときは、乾いた柔らかい布をご使用ください。ベンジンや
シンナー、洗剤、化学ぞうきんなどを使用すると、変色/変質する原
因になりますので、使用しないでください。

• 機器の周囲温度が極端に変化して(機器の移動時や急激な冷暖房下な
ど )、機器が結露しているおそれがある場合は、電源を入れずに数時
間放置し、結露がなくなってから使用してください。結露した状態で
使用すると故障の原因になることがあります。

• スピーカーの故障を防ぐために、電源を入れるときは、最後にパワー
アンプの電源を入れてください。また、電源を切るときは、最初にパ
ワーアンプの電源を切ってください。

• 使用後は、必ず電源をオフにしましょう。

■データの保存に関する注意
この機器は内部メモリー用にバックアップバッテリーを内蔵しており、
電源を切った状態でも内部メモリーのデータは保持されます。ただし、
バックアップバッテリーが消耗すると内部メモリーのデータ * が消えて
しまいますので、消耗する前にバックアップバッテリーを交換する必要
があります。バックアップバッテリーが消耗してくると、機器の起動時
に[PRESET]ディスプレイにアラート番号「12.」が表示されます。そ
の場合は、電源を切らずに、すぐにデータをコンピューターなどの外部
機器に保存し、お買い上げの販売店または巻末のヤマハ修理ご相談セン
ターにバックアップバッテリーの交換をご依頼ください。バックアップ
バッテリーの寿命の目安は約5年(無通電時)ですが、使用環境などによ
り変動する場合があります。

* バックアップバッテリーによって保持されている内部メモリーのデー
タの種類は以下のとおりです。

• カレントプリセットの内容やプリセット番号
• 機器固有のパラメーター (例：コンフィギュレーション情報)
• 同一システム内の周辺機器のカレントパラメーター
• イベントログ

上記以外のデータは、バックアップバッテリーを必要としないメモ
リーに保存されているため、バックアップバッテリーが消耗しても
データが失われることはありません。

お知らせ
■製品に搭載されている機能/データに関するお知らせ
• この製品は、高調波電流規格JIS C 61000-3-2に適合しています。

■取扱説明書の記載内容に関するお知らせ
• この取扱説明書に掲載されているイラストは、すべて操作説明のため
のものです。したがって、実際の仕様と異なる場合があります。

• Windowsは、米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国
における登録商標です。

• SDHCロゴ、およびSDロゴはSD-3C, LLCの商標です。

• その他、本書に記載されている会社名および商品名等は、各社の登録
商標または商標です。

• ソフトウェアは改良のため予告なしにバージョンアップすることが
あります。

禁止

禁止

禁止

禁止

● データが破損したり失われたりした場合の補償はいたしかねますので、ご了承ください。
● 不適切な使用や改造により故障した場合の保証はいたしかねます。
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はじめに
このたびは、ヤマハ シグナルプロセッサーMRX7-Dをお買い求めいただきまして、ありがとうございます。
MRX7-Dの優れた機能を使いこなしていただくために、ぜひこの取扱説明書をご活用いただきますようお願い申しあげ
ます。また、ご一読いただいたあとも、不明な点が生じた場合に備えて、大切に保管いただきますようお願いします。

• MRX7-D取扱説明書(本書)
※本書に保証書が掲載されています。

• 電源ケーブル
• ユーロブロックプラグ
(16ピン、3.50mmピッチ)　2個
• ユーロブロックプラグ
(3ピン、タブ付き、5.08mmピッチ)　16個
• 結束バンド　16本

MRX7-Dのファームウェアのアップデートやバージョンの
確認は、MTX-MRX Editorで行ないます。操作方法につい
ては、「MTX-MRX Editorユーザーガイド」やファーム
ウェアアップデートガイドを参照してください。MTX-
MRX Editorをインストールすると、対応するファームウェ
アもコンピューターにインストールされます。
また最新のMTX-MRX Editorは、以下のウェブサイトのダ
ウンロードページからダウンロードしてください。

http://www.yamahaproaudio.com/japan/ja/

この機器が動作保証する室温は0～40℃です。この機器を
他の機器と一緒にEIA標準のラックにマウントする場合、各
機器からの熱でラック内の温度が上昇し、十分な性能を発揮
できないことがあります。この機器に熱がこもらないよう
に、必ず以下の条件でラックにマウントしてください。

• パワーアンプなどの発熱しやすい機器(XMVシリーズを
除く)と一緒にマウントする場合は、他の機器との間を
1U以上空けてください。また、このスペースは通風パネ
ルを取り付けたり、開放したりして、十分な通気を確保
してください。

• ラックの背面を開放して、ラックを壁や天井から10cm
以上離し、十分な通気を確保してください。ラック背面
を開放できない場合は、ラックに市販のファンキットな
どの強制換気用装置を設置してください。ファンキット
を取り付けた場合は、ラックの背面を閉じた方が放熱効
果が大きくなることもあります。詳しくはラックおよび
ファンキットの取扱説明書を参照してください。

付属品(お確かめください) ファームウェアのバージョンについて

ラックマウント時の注意
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•設備音響に必要な音声処理を実現するシグナルプロセッ
サー
MRX7-Dは設備音響で求められる音声処理を実現する高
機能・高音質のシグナルプロセッサーです。マトリクスミ
キサー、EQ、ディレイ、コンプレッサー /ゲートといった
基本機能の他、オートミキサー、スピーチプライバシー、
ルームコンバイナーなど、さまざまなアプリケーションに
対応するコンポーネントも多数装備しております。

•音響システム全体のデザインを実現する専用アプリケー
ションソフト「MTX-MRX Editor」
専用アプリケーションソフト「MTX-MRX Editor」は、
MRX7-Dの内部信号処理をデザインする機能のほか、ヤ
マハの設備用音響機器群(マトリクスプロセッサー
「MTX」、パワーアンプ「XMV」等)も含めたシステム設
計が可能です。制御・監視も含めた単一アプリケーション
ソフトでの統合的な音響システムデザインを実現します。

•大規模物件にも対応可能な多彩な入出力
MRX7-Dは8chのマイクライン入力、2系統のステレオ
ライン入力、8chのアナログ出力に加え、「YDIF」、
「DANTE」のデジタル入出力も装備しています。最大
108ch入力、104ch出力と大規模物件にも対応可能で
す。

•外部コントロールに対応
壁埋め込み型コントロールパネル「DCP」各品番、iOS/
Android App「Wireless DCP」に対応しています。ま
た、カスタマイズデザインが可能なタブレットデバイスア
プリ「ProVisionaire Touch」、AMX/Crestronなどの
タッチパネル機器にも対応し、設備の用途に応じた操作環
境のカスタマイズも可能です。

MTX-MRX EditorはMTX/MRXシリーズを使用したシス
テムを統括して構築、コントロールするためのWindows 
OS用のソフトウェアです。

MTX-MRX Editor、MTX-MRX Editorユーザーガイドお
よびMRX Designerユーザーガイドは以下のウェブサイト
からダウンロードしてご使用ください。

http://www.yamahaproaudio.com/japan/ja/

MTX-MRX Editorのインストール方法や、MRX7-Dとコン
ピューターの接続方法については、「MRXセットアップマ
ニュアル」を参照してください。

各ユーザーガイドは、PDF形式の電子ファイルになってい
ます。このファイルは、コンピューターでご覧いただけま
す。コンピューターでご覧いただくソフトウェアとして
「Adobe® Reader®」を使うと、用語をすばやく検索した
り、必要な部分だけを印刷したり、リンクをクリックして該
当する項目を開いたりすることができます。特に用語検索と
リンク機能は、電子ファイルならではの便利な機能です。ぜ
ひご活用ください。
最新のAdobe Readerは下記のウェブサイトからダウン
ロードできます。

http://www.adobe.com/jp/

特長 MTX-MRX Editorについて

PDFマニュアルの活用方法
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qSDメモリーカードスロット
SDメモリーカードを挿入します。オーディオファイル
(MP3ファイルおよびWAVファイル)を記録したSDメ
モリーカードを使用し、音楽や効果音を再生します。
カードを抜き差しするときは、スロットに装着されてい
るカバーを取り外してください。
SDメモリーカードの取り扱い方法については21ページ
を、オーディオファイルの再生方法については「MTX-
MRX Editorユーザーガイド」を参照してください。

w [INPUT PEAK]インジケーター 1～8
各アナログインプットチャンネルの入力レベルが－
3dBFS以上のとき赤色に点灯します。

e [INPUT SIGNAL]インジケーター 1～8
各アナログインプットチャンネルの入力レベルが－
40dBFS以上のとき緑色に点灯します。

r [OUTPUT SIGNAL]インジケーター 1～8
各アナログアウトプットチャンネルの出力レベルが－
40dBFS以上のとき緑色に点灯します。

t [PRESET]ディスプレイ
主にプリセット番号を表示します。また、UNIT ID、ア
ラート番号、メッセージなども表示します。

y [▲]/[▼]ボタン
上記の[PRESET]ディスプレイに表示されるプリセット
番号やアラート番号を切り替えます。

u [ENTER]ボタン
上記の[PRESET]ディスプレイに表示されている項目を
確定します。
アラート番号が表示されているときにこのボタンを押す
と、プリセット番号の表示に戻ります。

i [ALERT]インジケーター
アラートが発生すると、[PRESET]ディスプレイにア
ラート番号が表示され、このインジケーターが赤色に点
滅します。

o [PRIMARY]/[SECONDARY]インジケーター
Dante [PRIMARY]端子とDante[SECONDARY]端子
それぞれの通信状態を表示するインジケーターです。
イーサネットケーブルが正しく接続されている場合には
速く点滅します。

!0 [SYNC]インジケーター
Danteネットワークの動作状態を表示するインジケー
ターです。
MTX-MRX Editorで常時消灯に設定できます。
緑色のインジケーターが点灯している場合は、機器がク
ロックスレーブでありクロックが同期していることを示
します。
緑色のインジケーターが点滅している場合は、機器がク
ロックマスターであることを示します。
電源をオンにしても緑色のインジケーターが消灯してい
る場合は異常が発生しています。その場合は「メッセー
ジ一覧」(25ページ)を参照してください。
橙色のインジケーターの点灯/点滅についても「メッセー
ジ一覧」を参照してください。

!1 [POWER]インジケーター
本体の電源がオンのとき緑色に点灯します。

!2 [YDIF]インジケーター
リアパネルの[YDIF IN]端子(12ページ)と他の機器の
[YDIF OUT]端子が正常に接続されているとき緑色に点
灯します。

!3 [SCHEDULER]インジケーター
スケジューラー (19ページ)でイベントが設定されてい
るとき黄色に点灯し、イベントの1分前になると点滅し
ます。

!4 [SD/ACT]インジケーター
qSDメモリーカードスロットにSDメモリーカードが挿
入され、正常に認識されると黄色に点灯します。SDメモ
リーカードにアクセスしているときは点滅します。

!5 電源スイッチ
電源スイッチです。スイッチが の場合、電源がオン
になっています。スイッチが の場合、電源がオフに
なっています。

フロントパネル

88

!5yu i !1 !2q we t

r !3!4!0o

NOTE
• 電源スイッチを連続してすばやく切り替えないでくださ
い。また、電源スイッチをオフにしてからオンにする場
合は、6秒以上の間隔を空けてください。誤動作の原因
になることがあります。
• 電源スイッチがオフの状態でも微電流が流れています。
長時間使用しないときは、必ず電源コードをACコンセ
ントから抜いてください。
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qAC IN端子
付属の電源コードを接続して電源を供給するための端子
です。まずこの機器と電源コードを接続し、次に電源プ
ラグをコンセントに差し込みます。

wアース用ネジ
付属の電源コードは3芯プラグですので、ACコンセント
が接地されていればMRX7-Dは電源コードから適切に
アース接続されます。さらに、このネジをアース接続す
ることで、ハムノイズや干渉ノイズを改善できる場合が
あります。

e排気口
MRX7-Dには冷却用ファンが装備されています。ここか
ら排気が行なわれますので、障害物などで排気口をふさ
ぐことのないようにご注意ください。

r [GPI]端子
制御信号を入出力するGPI (General Purpose 
Interface)用のユーロブロック端子です。
MRX7-Dには15ポートのアナログ/デジタル入力と1
ポートのデジタル入力、および8ポートの出力がありま
す。[IN]-1～15端子は0～5V間の電圧を検知します。
[IN]-16端子のみ+24V入力に対応しており、2.5～
24V間の電圧はHigh、2.5V未満の電圧はLowとして検
知します。[OUT]-1～8端子はオープンコレクター出力
で、オープンまたは接地(Ground)に変化します。
+5VDC端子の出力電圧は5Vです。
接続の際は付属のユーロブロックプラグを使用してくだ
さい(13ページ「ユーロブロックプラグの取り付け」参
照)。
また、詳しい接続方法や使用例については「[GPI]端子を
使って接続する」(20ページ)を参照してください。

t [RS-232C]端子
AMX/CrestronなどのRS-232C対応コントローラーの
接続に使用するD-SUB9ピンの端子です。

y [UNIT ID]ロータリースイッチ
複数の機器を同一のネットワーク内で接続している場合、
MRX7-Dを個別に認識するためのUNIT IDを設定しま
す。
下記のディップスイッチ1および2を上位桁、このロー
タリースイッチを下位桁として組み合わせて、01から
3Fまで最大63通りのUNIT IDを設定できます。

uディップスイッチ
MRX7-Dの設定をするためのディップスイッチです。

詳細な設定については以降を参照してください。
スイッチのイラストは以下で上下を表わしています。

リアパネル

q y u !0i o !1 !2

w !3

re

!4

t

NOTE
MRX7-Dには、端子の形状が同じでも機能がまったく異なるも
のがあります(例：[DCP]端子、Dante [PRIMARY]/
[SECONDARY]端子、[YDIF]端子)。
各端子の説明に従って適切な接続を行なってください。機器の
故障の原因になることがあります。

注意
[IN]-1～15端子には5Vを超える電圧を入力しないでく
ださい。機器が故障するおそれがあります。

NOTE
•「00」(ディップスイッチ1および2をOFF、ロータリー
スイッチを0に設定)はUNIT IDとして使用しないでく
ださい。
• [UNIT ID]ロータリースイッチの設定後は電源を入れ直
してください。

NOTE
設定の変更は電源をオフにしてから行なってください。電
源がオンのときに設定を変更しても一度電源をオフにしな
いと設定の変更が反映されません。

スイッチ 状態

スイッチが上に倒れている状態を表わします。

スイッチが下に倒れている状態を表わします。
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 スイッチ1～2(UNIT ID)
このスイッチを上位桁、上記の[UNIT ID]ロータリー
スイッチを下位桁として組み合わせて、01から3Fま
で最大63通りのUNIT IDを設定できます。

 スイッチ3
使用しません。工場出荷時の設定(上側)にして、ご使
用ください。

 スイッチ4(SECONDARY PORT)
リアパネルにあるDante [SECONDARY]端子をデイ
ジーチェーン用に使うか、リダンダント用に使うかを
設定します。
[DAISY CHAIN]にすると、Danteネットワーク機器
を数珠つなぎで結線できるため、ネットワークスイッ
チが不要です。デイジーチェーンの具体的な接続方法
は「接続方法について」の「デイジーチェーン接続」
(15ページ)を参照してください。
[REDUNDANT]にすると、Dante [PRIMARY]端子
はプライマリー接続用、Dante [SECONDARY]端子
はセカンダリー (バックアップ)接続用となります。何
らかの理由でDante [PRIMARY]端子で伝送できな
くなった場合(ケーブルが損傷したり、誤って接続が
外れたりした場合、あるいはネットワークスイッチが
故障した場合など)には、自動的にDante 
[SECONDARY]端子に切り替わる冗長型の接続とな
ります。リダンダンシーネットワークの具体的な接続
方法は「接続方法について」の「スター接続」(15
ページ)を参照してください。

 スイッチ5(PANEL LOCK)
フロントパネルの操作子をロックします。フロントパ
ネルからの誤操作を避けたい場合に使用します。

 スイッチ6(IP SETTING)
MRX7-DのIPアドレスをどのように設定するかを選
択します。

 スイッチ７～8(START UP MODE)
MRX7-Dの電源をオンにしたときに本体を初期化す
るかどうかを設定します。

i [DCP]端子
DCP1V4Sなどの別売コントロールパネルをデイジー
チェーン接続し、MRX7-Dを制御します。8ピンすべて
が接続されているCAT5e以上のイーサネットストレー
トケーブルを使用してください。
コントロールパネルは1台のMRX7-Dにつき8台まで接
続できます。また、MRX7-Dから末端のコントロールパ
ネルまでの合計ケーブル長は最長200ｍ(24 AWG)で
す。

スイッチの位置 設定 機能

UNIT IDが
「0x」

[UNIT ID]ロータリースイッ
チの設定範囲が01から0F
となります。

UNIT IDが
「1x」

[UNIT ID]ロータリースイッ
チの設定範囲が10から1F
となります。

UNIT IDが
「2x」

[UNIT ID]ロータリースイッ
チの設定範囲が20から2F
となります。

UNIT IDが
「3x」

[UNIT ID]ロータリースイッ
チの設定範囲が30から3F
となります。

NOTE
「00」(ディップスイッチ1および2をOFF、ロータ
リースイッチを0に設定)はUNIT IDとして使用しない
でください。

スイッチの位置 設定 機能

DAISY CHAIN

Dante [SECONDARY]端
子をデイジーチェーン用に
します。Dante 
[PRIMARY]端子からの信
号をそのまま次の機器に送
信します。

REDUNDANT

Dante [SECONDARY]端
子をリダンダント用にしま
す。Dante [PRIMARY]端
子で接続されているのとは
別ネットワークで、バック
アップ用に機能します。

スイッチの位置 設定 機能

UNLOCK フロントパネルの操作子が
操作可能になります。

LOCK

フロントパネルの操作子が
ロックされ、操作できない
ようになります。コン
ピューターや外部コント
ローラーからは操作できま
す。

スイッチの位置 設定 機能

UNIT ID

UNIT IDによってIPアドレ
スが設定され、
「192.168.0.(UNIT ID)」
となります。

PC

MTX-MRX Editorの設定に
よってIPアドレスが決まり
ます(「MTX-MRX Editor
ユーザーガイド」参照)。

NOTE
ご購入後はじめてコンピューターと接続するときは、
必ず「UNIT ID」に設定してください。また、その後
UNIT IDを使用せずにIPアドレスを設定したい場合は、
MTX-MRX Editor からIPアドレスを設定したあとで
「PC」に切り替えてください。

スイッチの位置 設定 機能

RESUME

通常の動作モードです。
MRX7-Dの電源をオンにし
たとき、電源をオフにする
直前の状態を保持したまま
起動します。

INIT.
(INITIALIZE)

本体を初期化し、工場出荷
状態にします(21ページ)。

禁止
• コントロールパネルをMRX7-Dの[DCP]端子以外の端
子には接続しないでください。電気的に互換性がないた
め、火災や故障の原因になることがあります。
• [DCP]端子にはDCPなどの別売コントロールパネル以
外の機器を絶対に接続しないでください。機器および本
体が故障するおそれがあります。
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o [YDIF]端子
MTX/MRXシステムを構成する機器とリング接続し、デ
ジタル音声信号の送受信を行ないます。8ピンすべてが
ストレート結線されているCAT5e以上のイーサネット
STPケーブル(シールド付きツイストペアケーブル)を使
用してください。
機器間の最大ケーブル長は30mで、接続できる[YDIF]
端子搭載機器の合計台数は8台までです。詳しくは
「MTX-MRX Editorユーザーガイド」を参照してくださ
い。

!0POWER IN +24V DC
将来対応予定の端子です。

!1Dante [PRIMARY]/[SECONDARY]端子
イーサネットケーブル(CAT5e以上を推奨)を使用して、
XMV4280-DなどのDante機器やコンピューターと接
続するRJ45端子です。
リアパネルにあるディップスイッチのスイッチ4を上
(DAISY CHAIN)にしている場合、片方の端子から入っ
てきた信号をもう片方の端子に送信します。デイジー
チェーンの具体的な接続方法は「接続方法について」の
「デイジーチェーン接続」(15ページ)を参照してくださ
い。
リアパネルにあるディップスイッチのスイッチ4を下
(REDUNDANT)にしている場合、Dante [PRIMARY]
端子はプライマリー接続用、Dante [SECONDARY]端
子はセカンダリー (バックアップ)接続用です。何らかの
理由でDante [PRIMARY]端子で伝送できなくなった場
合(ケーブルが損傷したり、誤って接続が外れたりした場
合、あるいはネットワークスイッチが故障した場合など)
には、自動的にDante [SECONDARY]端子に切り替わ
ります。リダンダンシーネットワークの具体的な接続方
法は「接続方法について」の「リダンダンシーネット
ワークについて」(16ページ)を参照してください。
接続するコンピューターは、主に専用のアプリケーショ
ンプログラム「MTX-MRX Editor」を使用して、MTX/
MRXシステムの構築やコントロールをする目的で利用し
ます。

!2 [ST IN]端子
CDプレーヤーなどからのアナログオーディオ信号を入力
するアンバランス型RCAピン端子です。

!3スロット
別売のMini-YGDAIカードを装着するためのスロットで
す。

!4 [INPUT]/[OUTPUT]端子
アナログのオーディオ信号を入出力するバランス型入出
力端子です。[INPUT]端子にはラインレベル機器やマイ
クロフォンを、[OUTPUT]端子にはラインレベル機器を
接続します。[INPUT]端子にはヘッドアンプが内蔵され
ており、+48Vのファンタム電源の供給もできます。内
蔵ヘッドアンプのゲインとファンタム電源のオン/オフ
は、MRX Designerで設定できます。
接続の際は付属のユーロブロックプラグを使用してくだ
さい(13ページ「ユーロブロックプラグの取り付け」参
照)。NOTE

複数台の機器をYDIFで接続するシステムにおいてMini-
YGDAIカードをクロックマスターに選択した場合、供給
されるワードクロックの品質によってはノイズが発生する
可能性があるため、MRX7-Dのワードクロックソースを
Mini-YGDAIカード以外に設定することを推奨します。

NOTE
MRX7-DなどヤマハのDante対応機器の内部には、ネッ
トワークスイッチを内蔵しているため、ホップ数は2以上
になります。
そのため、Dante ControllerでのLatency設定は、
0.15msecはグレーアウトとなり選択できません。

NOTE
内蔵ヘッドアンプのゲインを+17dBと+18dBの間で変
化させると、内部的にPADのオン/オフが切り替わりま
す。ファンタム電源を使用中で、[INPUT]端子に接続され
ている機器のHotとCold間のインピーダンスに差がある
場合にはノイズが発生することがあります。
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■ユーロブロックプラグの取り付け
[INPUT]/[OUTPUT]端子および[GPI]端子には付属の
ユーロブロックプラグを使って接続します。

1. 端子ネジをゆるめます。

2. ケーブルを差し込みます。

3. 端子ネジをしっかりと締め付けます。
ケーブルを引っ張って抜けないことを確認してくださ
い。

4. [INPUT]/[OUTPUT]端子用のユーロブロックプ
ラグ(3ピン)の場合は、付属の結束バンドを使って
ケーブルをタブに固定します。

事前準備(ケーブルの処理)

• ユーロブロックプラグに取り付けるケーブルにはより
線を使用し、図のようにむき出して配線してくださ
い。また、ユーロブロックでの配線は、ケーブルの重
さや振動による金属疲労により、より線が切れやすく
なる場合があります。[INPUT]/[OUTPUT]端子に接
続するケーブルは、付属の結束バンドでユーロブロッ
クプラグ(3ピン)のタブに固定してください(右記参
照)。ラックマウント時は、なるべく束線バーなどを
使用してケーブルを結束して固定してください。

• 可搬設備などで頻繁に抜き差しする場合は、絶縁ス
リーブ付き棒端子の使用を推奨します。棒端子のコン
ダクター部は、外径1.6mm([GPI]端子の場合は
1.3mm)以下で、長さ約7mm([GPI]端子の場合は約
5mm)のもの(Phoenix Contact社製AI0,5-6WHな
ど)をご使用ください。

約7mm
(GPI端子の場合は

約5mm)

約20mm

NOTE
より線にははんだめっきしないでください。

1.6mm以下
(GPI端子の場合は1.3mm)

約7mm
(GPI端子の場合は

約5mm)

NOTE
マイナスドライバーは、[GPI]端子用のユーロブロック
プラグ(16ピン)の場合はブレード幅が2mm以下のも
のを、[INPUT]/[OUTPUT]端子用のユーロブロック
プラグ(3ピン)の場合は3mm以下のものを使用してく
ださい。

NOTE
結束バンドの不要な部分は必要に応じて切除してくだ
さい。

ゆるめる

マイナスドライバー

端子ネジ

ユーロブロックプラグ

タブ

* タブ付きのユーロブロックプラグを使って
説明しています。

3mm以下

+ –
G
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5. ユーロブロックプラグを本体の[GPI]端子または
[INPUT]/[OUTPUT]端子に装着します。

■オプションカードの取り付け
スロットにI/Oカードを取り付ける前に、MRX7-D対応
カードかどうかを、ヤマハのウェブサイトで必ずご確認
ください。

http://www.yamahaproaudio.com/japan/ja/

オプションのMini-YGDAIカードは次のように取り付け
ます。

1. 電源がオフになっていることを確認します。

2. スロットの固定ネジをゆるめ、スロットカバーを
取り外します。
取り外したスロットカバーやネジは、安全な場所に保
管してください。

3. スロット内のガイドレールにカードの両端を合わ
せ、カードをスロットに挿入します。
このとき、カードの端子部分がスロット内部の端子に
正しく挿さるようカードをいっぱいまで押し込んでく
ださい。

4. カードに取り付けられているネジでカードを固定
します。
カードが固定されていないと、故障や誤動作の原因と
なることがありますのでご注意ください。

NOTE
• やむをえず本機の[OUTPUT]端子をアンバランス
(不平衡)機器に接続する場合は、グランド電位の違い
により機器の故障の原因となる可能性がありますの
で、各機器間のグランド電位を合わせて使用してく
ださい。[OUTPUT]端子にアンバランスケーブルを
接続する場合は、ユーロブロックの「－」と「Ｇ」
をジャンパー線で接続してください。
• [INPUT]端子にアンバランスケーブルを接続する場
合は、ユーロブロックの「－」と「Ｇ」をジャン
パー線で接続してください。

+ –
G

スロットカバー

注意
カードを取り付けるときは、取り付ける機器のスロッ
トにあるガイドレールに、カードの両端を確実に合わ
せてください。

注意
別売のMini-YGDAI I/Oカードを本体に接続する場合
は、必ず本体の電源スイッチをオフにしてから接続し
てください。故障や感電の原因になります。

カード
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このモデルは、オーディオ信号を伝送するプロトコルとしてDanteを採用しています。Danteとは、
Audinate社が開発したプロトコルで、ギガビットイーサネット対応のネットワーク環境で、サンプリング
周波数/ビットレートが違う複数のオーディオ信号や、機器のコントロール信号を同時に扱える特長を持っ
ています。そのほか、下記のようなメリットがあります。

• 理論上はギガビットイーサネット環境で最大512イン/512アウトで合計1,024チャンネルの音声を伝送可能。
(MRX7-Dでは、24/32ビットの解像度で64イン/64アウトを実現しています。)
• 高精度のネットワークシンクロ技術の採用により、低レイテンシー、低ジッター、高サンプル精度を実現。
MRX7-Dでは、レイテンシーは0.25msec/0.5msec/1.0msec/5.0msecの4タイプから選択可能。
• プライマリー回線とセカンダリー回線による、万が一の障害に強いリダンダント接続に対応。

Danteの詳細については、Audinate社のウェブサイトを参照してください。
http://www.audinate.com/

また、ヤマハプロオーディオのウェブサイトにも、Danteに関するさまざまな情報を掲載しています。
http://www.yamahaproaudio.com/japan/ja/

このモデルのDanteネットワークでの接続には、2つの方
法があります。

■デイジーチェーン接続
デイジーチェーンとは、機器を数珠つなぎにする接続方
法です。ネットワーク構築が簡単で、ネットワークス
イッチも不要です。接続機器の台数が少ない簡単なシス
テムのときに使用します。
接続する機器が多くなるとレイテンシーも大きくする必
要があります。また、ケーブルの断線などによりシステ
ムに障害が発生すると、ネットワークがそこで分断され、
その先の機器との伝送ができなくなります。

■スター接続
スター接続とは、ネットワークスイッチを中心に機器を
接続する方法です。ギガビットイーサネットに対応した
ネットワークスイッチを使うことで、幅広い帯域が必要
な大規模ネットワークにも対応します。ネットワークス
イッチには、ネットワークを制御/監視するためのさまざ
まな機能(任意のデータ回線のクロック同期や音声の伝送
を優先させるQoSなど)が盛り込まれているものをおす
すめします。
このとき、万が一のネットワーク障害が起きても、音声
に影響させずに通信ができる環境を構築するためにリダ
ンダンシーネットワークを構築するのが一般的です。

接続方法について

NOTE
Danteネットワーク内では、ネットワークスイッチのEEE機
能(*)を使用しないでください。
EEE機能に対応したスイッチ間では、消費電力の相互設定が
自動で調整されますが、相互設定の調整が正しく機能しない
スイッチもあります。
これにより、Danteネットワーク内の不適切な場面でスイッ
チのEEE機能が有効になってしまう可能性があり、クロック
同期性能が悪化して音声が途切れる場合があります。
そのため、以下の点にご注意ください。
• マネージドスイッチを使う場合、Danteを使用するすべて
のポートのEEE機能をオフにしてください。EEE機能   
がオフにできないスイッチは使用しないでください。 
• アンマネージドスイッチを使う場合、EEE機能に対応した
スイッチを使用しないでください。 これらのスイッチは
EEE機能をオフにできません。

* EEE (Energy Efficient Ethernet) 機能とは、ネットワークのトラ
フィックが少ないときにイーサネット機器の消費電力を減らす技術。
グリーンイーサネットやIEEE802.3azとも呼ばれています。

NOTE
MTX-MRX Editorを使用するコンピューターを、MRX7-
Dの使用していないDante[PRIMARY]端子またはDante 
[SECONDARY]端子に接続してください。詳細な接続は、
「MRXセットアップマニュアル」を参照してください。

88

88

88

MRX7-D (ID#1)

MRX7-D (ID#2)

MRX7-D (ID#3)

PRIMARY

SECONDARY

PRIMARY

PRIMARY

SECONDARY

コンピューター



Danteについて

16
 MRX7-D 取扱説明書

■リダンダンシーネットワークについて
リダンダンシーネットワークとは、主回線(プライマ
リー )と副回線(セカンダリー )の2回線で構成された
ネットワークです。通常はプライマリー回線で通信して
いますが、プライマリー回線に断線などのトラブルが発
生した場合は、自動的に音声通信がセカンダリー回線に
切り替わります。スター接続のときに、この方法で接続
することによって、デイジーチェーンで構築されたネッ
トワークよりも、ネットワーク障害に強い環境を構築で
きます。

■Dante Controllerについて
Dante Controllerは、Danteネットワークの設定と
オーディオのルーティングをするためのアプリケーショ
ンソフトです。MTX-MRX Editorが対応していない機器
との接続や設定をする場合や、Danteネットワーク上の
複雑な信号経路を設定する場合は、Dante Controllerを
使います。下記のウェブサイトに情報が掲載されていま
す。
http://www.yamahaproaudio.com/japan/ja/

Dante Controllerをインストールするコンピューターに
はギガビットイーサネットに対応したイーサネット端子
が必要です。
Dante Controllerの詳細についてはDante Controller
の取扱説明書を参照してください。

NOTE
MTX-MRX Editorを使用するコンピューターをMRX7-D
のPRIMARY側のネットワークに接続してください。詳細
な接続は、「MRXセットアップマニュアル」を参照してく
ださい。

88

88

88

ネットワーク
スイッチＡ

ネットワーク
スイッチＢ

MRX7-D (ID#1)

MRX7-D (ID#2)

MRX7-D (ID#3)

コンピューター

プライマリーDante

セカンダリーDante
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ここでは、MRX7-Dを使ってMTX/MRXシステムを構築するための基本的な設定、および接続の手順を紹
介します。設備によっては必要のない手順も含まれていることがありますので、その場合は次の手順にお進
みください。

実際に設置/配線する前に、MTX-MRX Editorで必要な設
定を行ないます。

1. MTX-MRX Editorをインストールするためのコン
ピューターを準備します。

2. コンピューターにMTX-MRX Editorをインストール
します。
インストール方法については、「MRXセットアップマ
ニュアル」を参照してください。

3. MRX7-D本体で音楽などのオーディオファイルを再
生する場合は、SDメモリーカードを準備します。
SDメモリーカードにオーディオファイルをコピーしてお
きます。SDメモリーカードの取り扱い方法については
「SDメモリーカードに保存したオーディオファイルを
MRX7-Dで再生する」(21ページ)を参照してください。

4. MTX-MRX Editorを起動します。
MTX-MRX Editorのインストール方法や詳しい操作方法
については、「MRXセットアップマニュアル」および
「MTX-MRX Editorユーザーガイド」を参照してくださ
い。

5. ウィザード画面に従って、MTX/MRXシステム全体
を構築していきます。
接続するMTX/MRX/XMV/Exi8/EXo8/DCPの台数や
それぞれのUNIT ID、YDIFモード(Cascadeモードまた
はDistributionモード)などを設定します。YDIFについ
ての詳細は、「特長」(8ページ)や「各部の名称と機能」
の「o[YDIF]端子」(12ページ)を参照してください。
ウィザードの最後に接続図をプリントアウトしておき、
実際の配線や設定の際に使用します。

6. MRX7-Dにおける音声信号の流れ、および設定する
主なパラメーターは以下の通りです。これに沿って設
定を行ないます。
各設定項目の詳細については「MTX-MRX Editorユー
ザーガイド」および「MRX Designerユーザーガイド」
を参照してください。

7. DCPの設定をします。
接続したDCPのスイッチやノブにMRX7-Dのパラメー
ターをアサインします。また、DCPのLEDの輝度もこ
こで設定できます。DCPの設定方法は「MTX-MRX 
Editorユーザーガイド」を参照してください。

8. 必要に応じて、XMVなどのMRX7-D以外の機器の設
定をしてください。
詳細は「MRXセットアップマニュアル」を参照してくだ
さい。

9. プリセットを設定し、ストア(保存)します。
プリセットは、ゾーンの音量や再生する音源(SDメモ
リーカード、CDプレーヤーなど)を一括で変える場合な
どに使用します。本体の操作時に急に音が出るなどのト
ラブルを防ぐために、出力レベルを「-infinity(∞)」に
絞った状態で保存しておくことをお勧めします。
プリセットについての詳細や、呼び出し方法については、
「プリセットを呼び出す (プリセットの切り替え)」(19
ページ)や「MTX-MRX Editorユーザーガイド」を参照
してください。

10. 設定を保存し、MTX-MRX Editorを終了します。
拡張子「.mtx」が付いたプロジェクトファイルが作成
されます。

事前準備

NOTE
MRX7-Dを使用してMTX/MRXシステムを構築するには、
MTX-MRX Editor V2.0以降をご使用ください。

コンポーネントのパラメーターを設定する

コンポーネント間を結ぶ

「MRX Designer」ウィンドウを開く

必要なコンポーネントを配置する

コンパイルする



クイックガイド

18
 MRX7-D 取扱説明書

プリントアウトした接続図を確認しながら、設置/配線を行
ないます。

1. MRX7-DとXMV/EXi8/EXo8のUNIT IDを設定し
ます。
接続するすべてのMRX7-DとXMV/EXi8/EXo8の
UNIT IDを設定します。UNIT IDは、各機器のリアパネ
ルにある[UNIT ID]ロータリースイッチとディップス
イッチを組み合わせて設定します。各機器のUNIT IDが
重複しないように、それぞれ異なるIDを設定してくださ
い。

2. MRX7-Dを設置し、アナログ音声の配線を行ないま
す。

3. MRX7-DとXMV/EXi8/EXo8をデジタル接続しま
す。
[YDIF]端子を搭載した機器とリング接続します。

4. MRX7-DとMRX7-D対応Dante機器をDanteネッ
トワークに接続します。
接続方法は、「接続方法について」(15ページ)を参照し
てください。

5. MRX7-DとDCPを接続します。
DCPをデイジーチェーン接続します。また、DCPのパ
ネルIDおよびターミネーションを設定します。詳しく
は、DCPの取扱説明書を参照してください。

MTX-MRX Editorを使って、システム全体の調整を行ない
ます。

1. コンピューターのIPアドレスおよびサブネットマスク
を設定します。
IPアドレスに「192.168.0.253」、サブネットマスク
に「255.255.255.0」を入力します。

2. コンピューターとMRX7-D/XMV/EXi8/EXo8を
ネットワークスイッチ経由で接続します。
MRX7-Dだけを使用する場合は、コンピューターと直接
接続できます。

3. MTX-MRX Editorを起動し、事前に作成したプロ
ジェクトファイルを読み込みます。

4. MRX7-Dの電源をオンにします。

5. XMV/EXi8/EXo8とアナログ入力アンプの電源をオ
ンにします。

6. MRX7-D/XMV/EXi8/EXo8とMTX-MRX Editor
を [To Device]でデータを送り込んでオンライン(同
期状態)にします。
MRX7-D/XMV/EXi8/EXo8本体とMTX-MRX Editor
が接続され、同期している状態を「オンライン」といい
ます。オンラインにすると、MTX-MRX Editorで
MRX7-D/XMV/EXi8/EXo8をコントロールすること
ができます。オンラインの設定方法については、「MTX-
MRX Editorユーザーガイド」を参照してください。

7. 事前に作成していたプリセットをリコール(呼び出し)
する。
プリセットを呼び出し、正しく設定されているかどうか
を確認します。
プリセットについての詳細や、呼び出し方法については、
「プリセットを呼び出す (プリセットの切り替え)」(19
ページ)を参照してください。

8. 信号処理をチェックします。
MRX7-Dに音声信号を入力し、MTX-MRX Editorで
メーターをチェックし、音量やルーティングが正しく設
定されているかどうかを確認します。

9. 音声が適正なレベルでスピーカーから出力されるよう
に、MRX7-Dの出力のレベルとアンプの出力のレベ
ルを調整します。
出力チャンネルをひとつずつONにし、出力レベルを調
整します。

10. プリセットをストア(保存)します。
ほかのプリセットについても、同様の呼び出し/設定/
保存を行ないます。

11. 設定を保存し、MTX-MRX Editorを終了します。
拡張子「.mtx」が付いたプロジェクトファイルが作成
されます。

現地での作業(設置および配線) 現地での作業(MTX-MRX Editorでの
設定)

NOTE
オンライン状態で設定した内容はMRX7-D本体に保存さ
れますが、今後のメンテナンスや再調整のためにMTX-
MRX Editorを使ってプロジェクトファイルとして保存
しておくことをお勧めします。
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MTX/MRXシステムでは、入出力ポートのパッチやマトリ
クスミキサーの設定、同一MTX/MRXシステム内のXMV
アンプのパラメーターなどをまとめて「プリセット」として
本体やMTX-MRX Editorに保存し、呼び出すことができま
す。
MTX/MRXシステムごとに50個のプリセットを保存でき
ます。プリセットの編集はMTX-MRX Editorを使用して行
ないます。

1つのプリセットには以下のような設定が含まれます。

• 入力/出力ポートの設定とパッチ
• 入力/出力チャンネルのゲインやEQの設定
• マトリクスミキサーの設定
• ゾーンの設定
• ルーティングの設定
• エフェクトの設定
• DCAやMUTEグループの設定
• 同一MTX/MRXシステム内のXMVに関するパラメー
ター設定
• プリセットネーム

詳細は「MTX-MRX Editorユーザーガイド」を参照してく
ださい。

■MRX7-Dでのプリセットの切り替え方法
1. [PRESET]ディスプレイを確認しながら[▲]/[▼]
ボタンを押し、呼び出したいプリセット番号を選
択します。
この間、[PRESET]ディスプレイが点滅します。

2. [ENTER]ボタンを押して確定します。
[PRESET]ディスプレイの点滅が止まり、プリセット
の呼び出しが完了します。

MTX/MRXシステムとして接続されているすべての機器の
内蔵時計は、MTX-MRX Editorとオンライン状態にするた
びにコンピューターの時計の日付および時間が送信され、自
動的に更新されます。
MTX-MRX Editorの「Clock」ダイアログからコンピュー
ターの時計の日時を送信すると、同一ネットワークに接続さ
れているすべての機器の日時を更新します。
詳しい操作方法については、「MTX-MRX Editorユーザー
ガイド」を参照してください。

あらかじめ設定しておいた日時にプリセットを切り替えた
り、SDメモリーカードに保存してある曲や効果音を再生で
きます。これらの個々の設定を「イベント(Event)」と呼び
ます。
イベントの設定は、MTX-MRX Editorの「Scheduler」ダ
イアログで行ないます。詳しい操作方法については、
「MTX-MRX Editorユーザーガイド」を参照してください。

＜使用例1＞
時間帯によってBGMと再生エリアを切り替える
商業施設などで、時間帯によってBGMの種類を変えたり、
BGMを流すエリアを分けることができます。

＜使用例2＞
曜日によって再生する時間帯を切り替える
商業施設などで、曜日や営業時間によってBGMのパターン
や再生する時間帯を変えることができます。

• 月～金曜日

• 土曜日

• 日曜日

このほか、クリスマスなどの季節物のBGMを流したり、休
業日に再生を止めたりなどの例外パターンも設定できます。

プリセットを呼び出す
(プリセットの切り替え)

NOTE
• [PRESET]ディスプレイが点滅している状態で30秒
以上放置すると、元のプリセット番号に戻ります。
• DCPシリーズなどのコントロールパネルを接続する
と、プリセットを簡単に切り替えることができます。

時計を設定する

スケジューラーを設定する

9:00 12:00 14:00 18:00 22:00

屋内

さわやかな
BGM

活気のある
BGM

穏やかな
BGM

雰囲気のある
BGM

屋外 BGM
なし BGMなし

10:00 20:00

BGMパターン1

10:00 22:00

BGMパターン2

12:00 20:00

BGMパターン3
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リアパネルの[GPI]端子にGPI (General Purpose 
Interface)機器を接続します。GPIを使い、コントローラー
などの外部機器と制御信号を入出力します。

MRX7-Dには、16ポートの入力と8ポートの出力がありま
す。

• +5VDC端子の出力電圧は5Vです。取り出せる電流は
2端子合計で最大100mAです。
スイッチ/可変抵抗器とLED/リレーを同時に使用する
場合は、一方の端子をスイッチ/可変抵抗器に、もう一
方の端子をLED/リレーに接続してください。
• [IN]-1～15端子は0～5V間の電圧を検知します。
[IN]-16端子のみ+24V入力に対応しており、2.5～
24V間の電圧はHigh、2.5V未満の電圧はLowとして
検知します。
• [OUT]-1～8端子はオープンコレクター出力で、オープ
ンまたは接地(Ground)に変化します。印加できる電圧
は最大+12Vです。流せる電流は1ポート当たり最大
75mAです。

GPIコントローラーへのパラメーターの割り当てなどの設定
は、MTX-MRX Editorを使用します。

[GPI]端子の接続には、ユーロブロックプラグ(16ピン)を
使用します。詳しくは「ユーロブロックプラグの取り付け」
(13ページ)を参照してください。

• [GPI IN]端子を使った接続例

• [GPI OUT]端子を使った接続例

[GPI]端子を使って接続する

NOTE
MTX-MRX Editorで各入出力チャンネルを設定することによ
り、接続したGPI外部機器からのプリセットリコールや任意
のパラメーターの変更、GPI外部機器への信号送信などが可
能となります。設定方法は「MTX-MRX Editorユーザーガイ
ド」を参照してください。

例：MRX7-Dをスイッチでコントロールする場合

例：MRX7-Dを10kΩ Bカーブ可変抵抗器でコントロールす
る場合

例：MRX7-Dから外部機器のLEDを点灯させる場合

例：MRX7-Dから外部機器のリレーを切り替えてLEDを点灯
させる場合

NOTE
[GPI]端子の入力電圧の検出範囲を調節する方法(キャリブ
レーション)は、「MTX-MRX Editorユーザーガイド」を参
照してください。

IN

+V

+5VDC

A/DCPU

100k

MRX7-D

IN

+V

+5VDC

GND

A/DCPU

100k

MRX7-D

可変抵抗器

OUT

+V

+5VDC

CPU

10

MRX7-D

最大75mA

注意
OUT端子に流れる電流は75mAを超えないようにしてくださ
い。

OUT

+V

+

–

+5VDC

CPU

10

MRX7-D

最大75mA
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MRX7-Dは、市販のSDメモリーカードを使うことにより、
CDプレーヤーなどのオーディオ再生機器を接続することな
く、音楽や効果音などのオーディオファイルを再生できま
す。
MRX7-Dで再生できるオーディオファイルのフォーマット
は、MP3およびWAVです。

ここでは、SDメモリーカードの取り扱い方法について説明
します。SDメモリーカードに保存したオーディオファイル
を再生するには、MTX-MRX Editorでの設定が必要です。
詳細については、「MTX-MRX Editorユーザーガイド」を
参照してください。

■SDメモリーカードを入れる
1. 2.5mmの六角レンチを使用して、SDメモリー
カードスロットのカバーを開けます。

2. SDメモリーカードの端子部を下側にして挿入し、
カチッという音がするまでまっすぐに差し込みま
す。

SDメモリーカードが正常に認識されると、[SD/
ACT]インジケーター (9ページ)が点灯します。また、
カードにアクセス中は[SD/ACT]インジケーターが点
滅します。

■SDメモリーカードを取り出す
1. SDメモリーカードを軽く押し込みます。
カードが少し飛び出しますので、ゆっくりと引き抜い
てください。

MRX7-Dの内蔵メモリーを初期化し、工場出荷状態にしま
す。

1. MRX7-Dの電源をオフにします。

2. リアパネルのディップスイッチ7および8を「INIT. 
(INITIALIZE)」に設定します。

3. MRX7-Dの電源をオンにします。
初期化が実行されます。
フロントパネルの[ALERT]インジケーター、および
[PRIMARY]から[SYNC]と[YDIF]から[SD/ACT]まで
のインジケーターで実行状況が確認できます。

•初期化実行中：
[ALERT]以外のインジケーターがすべて点滅しま
す。

•初期化終了：
緑色のインジケーターのみが点滅します。

•初期化に失敗：
[ALERT]インジケーターが点滅します。

SDメモリーカードに保存したオーディ
オファイルをMRX7-Dで再生する

NOTE
SD形式またはSDHC形式のメモリーカードをご使用くださ
い(SDXC形式には対応していません)。ただし、メモリー
カードの製造元や種類によっては、本体で正しく動作しない
ものもあります。

NOTE
SDメモリーカードの盗難を防止するために、カバーを
装着してご使用になることをお勧めします。

MRX7-Dを初期化する

注意
初期化の実行中は本体の電源を切らないでください。故障
の原因になります。

NOTE
初期化に失敗したときは、お買い上げの販売店または巻末
のヤマハ修理ご相談センターに点検をご依頼ください。
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4. 初期化が終了したら、MRX7-Dの電源を再びオフに
します。

5. リアパネルのディップスイッチ7および8を
「RESUME」に設定します。

6. MRX7-Dの電源を再びオンにします。
本体が工場出荷状態で起動します。
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■ 困ったときは(トラブルシューティング)
ヤマハプロオーディオサイトに、FAQ(よくあるご質問と答え)を掲載しています。
http://www.yamahaproaudio.com/japan/ja/

症状 考えられる原因、および対策

電源が入らない
パネルのLEDが点灯しない

電源ケーブルは正しく接続されていますか？

電源スイッチがオンになっていますか？

それでも電源が入らない場合は、販売店またはヤマハ修理ご相談センターにご相談ください。

MRX7-DとMTX-MRX Editorで
データのやりとりができない
(MTX-MRX Editor上にMRX7-D
が表示されない)

MRX7-DのDante端子とコンピューターが正しく接続されていますか？

リアパネルの[UNIT ID]ロータリースイッチおよびディップスイッチ1/2でUNIT IDを正しく設定され
ていますか？また、UNIT IDが他の機器と重複していませんか？

リアパネルのディップスイッチ6(IP SETTING)を「UNIT ID」に設定し、UNIT IDによってIPアドレス
が自動的に割り当てられるようにしてください。

音が入力されない

ケーブルは正しく接続されていますか？

外部機器から信号が入力されていますか？

内蔵ヘッドアンプや外部ヘッドアンプ機器のゲインが適切なレベルに設定されていますか？

MTX-MRX Editorの「EXT. I/O」画面にて、機器間の音声ルーティングが正しく設定されているか確
認してください。

オプションI/Oカードは正しく装着されていますか？

MTX-MRX Editorの「Word Clock」ダイアログで、ワードクロックが正しく設定されていますか？

音が出ない

出力レベルが下がっていませんか？

MTX-MRX Editorで、チャンネルのONボタンがオフになっていませんか？

信号ルーティングは正しく設定されていますか？

そのほか、MTX-MRX Editorで正しく設定されていますか？

オプションI/Oカードは正しく装着されていますか？

パネル操作ができない
リアパネルのディップスイッチ5(PANEL LOCK)が「LOCK」に設定されていませんか？「UNLOCK」
に設定してパネルロックを解除しても操作できない場合は、販売店またはヤマハ修理ご相談センターに
ご相談ください。

DCPの操作ができない

適切なケーブルを使用し、MRX7-DおよびDCPが正しく接続されていますか？

DCPを接続したあと、MRX7-Dの電源を入れ直しましたか？DCPは電源を入れ直したときに認識され
ます。

MTX-MRX Editorで、DCPのIDやパラメーターのアサインが正しく設定されていますか？また、
「Preset」ダイアログで、リコールされるプリセットにDCPのライブラリーを設定していますか？

終端となるDCPのターミネーションがオンに設定されていますか？

9台以上のDCPが接続されていませんか？1台のMRX7-Dに接続できるDCPは8台までです。

MRX7-Dから終端のDCPまでの合計ケーブル長が200mを超えていませんか？

MTX-MRX Editorの「Preset」ダイアログで、作成したDCPライブラリーが設定されていますか？ま
た、設定後、プリセットリコールを実行しましたか？プリセットリコールを実行しないと、「Preset」
ダイアログの設定は反映されません。

DCPのLEDが暗い MTX-MRX Editorで、DCPのLEDの輝度が正しく設定されていますか？

[YDIF]インジケーターが点灯しな
い

適切なケーブルを使用し、MTX/MRXシステムを構成する機器の[YDIF OUT]端子と正しくYDIF接続
されていますか？また、YDIF接続されている機器の電源がオンになっていますか？

SDメモリーカードのオーディオ
ファイルが再生されない

SDメモリーカードが正常に認識されていますか？フロントパネルの[SD/ACT]インジケーターが点灯
または点滅していることを確認してください。

MTX-MRX Editorで、SDメモリーカードの再生に関する設定やスケジューラーなどの設定が正しく行
なわれていますか？

指定したフォルダーに再生可能なオーディオファイルが保存されていますか？
23MRX7-D 取扱説明書



資料

24
 MRX7-D 取扱説明書

SDメモリーカードが認識されない

SDメモリーカードの形式やフォーマットは対応しているものをお使いですか？「仕様」のページをご確
認いただき、対応しているカードをお使いください。

SDメモリーカードは正しく挿入されていますか？MRX7-Dの電源をオフにしてカードを再度挿入し、
電源を入れ直してください。[SD/ACT]インジケーターが点灯せずカードが認識されない場合、カード
が破損している可能性があります。

スケジューラーで設定した時刻に
なってもプリセットが切り替わら
ない

MRX7-Dの時計は、コンピューターで設定されている時計情報がMTX-MRX Editorを通じてMRX7-D
に送信されることにより設定されます。コンピューターの時計が正しく設定されているか確認してくだ
さい。

MTX-MRX Editorでスケジューラーが正しく設定されていますか？ [SCHEDULER]インジケーターが
点灯/点滅しない場合、MTX-MRX Editorで正しく設定されていないことがあります。

[ALERT]インジケーターが点滅し
ている

何らかのエラーが発生しています。フロントパネルの[PRESET]ディスプレイにアラート番号が表示さ
れますので、「アラート一覧」(26ページ)でエラーの内容を確認のうえ対応してください。

[GPI]端子と接続した機器からプリ
セットの切替ができない

GPI機器とは正しく接続されていますか？

MTX-MRX Editorで、GPIに関する設定が正しく行なわれていますか？

[GPI]端子と接続した機器から音量
を操作すると音量が不安定になる ケーブルをシールド線や短いものに換えるなど、ノイズを拾いにくくなるように配線してください。

[UNIT ID]ロータリースイッチや
ディップスイッチの設定が反映さ
れない

電源をオフにしてから設定を変更してください。

[SYNC]インジケーターが点灯また
は点滅しない

MTX-MRX Editorで、[SYNC]インジケーターを常時消灯するように設定していませんか？
常時消灯設定を解除してください。

症状 考えられる原因、および対策
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■ メッセージ一覧
MRX7-Dでは、フロントパネルのインジケーターを使用して警告、インフォメーションの各メッセージを表示します。
また、Dante ControllerのError Statusにもメッセージが表示されます。
各インジケーターの点灯/点滅は以下のように動作します。

●インフォメーションメッセージ
インジケーターの点灯/点滅により、状態を通知します。
橙色の[SYNC]インジケーターが消灯している場合は、正常に動作しています。
緑色の[SYNC]インジケーターが消灯している場合は、機器のクロックが未確定であることを示します。

●警告メッセージ
問題が解消されるまで、インジケーターは点灯/周期的に点滅します。
緑色の[SYNC]インジケーターが消灯している場合は、機器のクロックが未確定であることを示します。

緑色のインジケーターが点滅している場合は、機器がクロックマスターであることを示します。
緑色のインジケーターが点灯している場合は、機器がクロックスレーブでありクロックが同期していることを示します。

消灯 消灯

点灯 点灯し続けます

点滅 点滅し続けます

2回点滅 周期的に2回点滅します

NOTE
MTX-MRX Editorで[SYNC]インジケーターを常時消灯するように設定できます。

[SYNC]インジケーター 内容 説明

同期処理をしている。 同期が完了するまでお待ちください。同期が完了するま
で60秒くらいかかることがあります。

ワードクロックマスターとして正常
に機能している。 機器がワードクロックマスターであることを示します。

ワードクロックスレーブとして正常
に機能している。

機器がワードクロックスレーブであり、クロックが同期
していることを示します。

[SYNC]インジケーター 内容 対策方法

ワードクロックの設定が間違ってい
る。

MTX-MRX EditorまたはDante Controllerでクロック
マスターとサンプリング周波数を正しく設定してくださ
い。

Danteネットワークの回線が繋がっ
ていない。

イーサネットケーブルが抜けていないか、または断線し
ていないか確認してください。

[SYNC]インジケーター 内容 対策方法

ギガビットイーサネットに対応して
いない機器が接続されている。

Danteでの音声伝送をする場合は、ギガビットイーサ
ネットに対応した機器をご使用ください。

リダンダンシーネットワークのとき
に、Dante [SECONDARY]端子で
通信をしている。

Dante [PRIMARY]端子に接続されている方の回線を確
認してください。

リダンダンシーネットワークのとき
に、Dante [SECONDARY]端子に
接続されている回線に異常が発生し
た。

Dante [SECONDARY]端子に接続されている方の回線
を確認してください。

(橙)点灯

(緑)消灯

(橙)消灯

(緑)点滅

(橙)消灯

(緑)点灯

(橙)点滅

(緑)消灯

(橙)2回点滅

(緑)消灯

(橙)点灯

(緑)点滅または
点灯

(橙)点滅

(緑)点滅または
点灯

(橙)2回点滅

(緑)点滅または
点灯
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■ アラート一覧
フロントパネルの[PRESET]ディスプレイに表示されるアラート一覧です。

アラート番号 内容 対策

01～09 機器が正常に起動していません。

電源をいったんオフにして、6秒以上間隔を空けてから電源をオンに
してください。問題が解決しない場合は、メモリーの初期化を実行し
てください。それでも解決しない場合は、ヤマハ修理ご相談センター
にご連絡ください。

10 内蔵バックアップバッテリーが完全に消耗しているか、
装着されていません。

電源をオフにすると現在の設定が失われ、初期値に戻ります。ただち
に使用を中止して、ヤマハ修理ご相談センターにご連絡ください。

11 内蔵バックアップバッテリーが極端に消耗しており、
メモリーが消滅している可能性があります。

電源をオフにすると現在の設定が失われ、初期値に戻ります。ただち
に使用を中止して、ヤマハ修理ご相談センターにご連絡ください。

12 内蔵バックアップバッテリーの残量が少なくなってい
ます。

使用に支障はありませんが、継続して使用すると設定が失われ、初期
設定に戻る可能性があります。お早めにヤマハ修理ご相談センターに
ご連絡ください。

13 内蔵時計に異常が発生したので、初期値(2000年1月1
日 0時0分)にしました。

電源をオンにするたびに発生する場合は内蔵バックアップバッテリー
が消耗しているか、機器が故障している可能性があります。ヤマハ修
理ご相談センターにご連絡ください。
一度だけの場合は時計の設定値の異常を検出して初期化しましたので、
MTX-MRX Editorを使って時刻を設定してください。

14 内蔵メモリーに保存されるカレントのプリセットが失
われています。

プリセットをリコールしてください。問題が解決しない場合は、ヤマ
ハ修理ご相談センターにご連絡ください。

15 内蔵メモリーに保存される設定が失われています。 内蔵バックアップバッテリーが消耗しているか、機器が故障している
可能性があります。ヤマハ修理ご相談センターにご連絡ください。

19 機器が正常に起動していません。 ヤマハ修理ご相談センターにご連絡ください。

20
スロットにサポート対象外のMini-YGDAIカードを挿入
しているか、挿入されたMini-YGDAIカードが故障して
いる可能性があります。

サポート対象のMini-YGDAIカードに取り替えてください。

21 ワードクロックマスターに選択されたデジタル信号が
アンロックになりました。 ワードクロック信号が正常に入力されているか確認してください。

22 [YDIF IN]端子に入力されたデジタル信号が、この機器
のワードクロックに対して同期していません。 ケーブルが正しく接続されているか確認してください。

指定された仕様のケーブルを使ってください。
23 [YDIF IN]端子に入力されたデジタル信号が、この機器

のワードクロックに対して継続的に同期していません。

24 スロットに入力されたデジタル信号が、この機器の
ワードクロックに対して同期していません。 内部クロックに同期している信号を入力するか、ワードクロックマス

ターをスロットに設定してください。
25 スロットに入力されたデジタル信号が、この機器の

ワードクロックに対して継続的に同期していません。

26 Dante端子に入力されたデジタル信号が、この機器の
ワードクロックに対して同期していません。 内部クロックに同期している信号を入力するか、ワードクロックマス

ターをDanteに設定してください。
27 Dante端子に入力されたデジタル信号が、この機器の

ワードクロックに対して継続的に同期していません。

30 [YDIF IN]端子の接続に異常があります。 ケーブルが正しく接続されているか確認してください。
指定された仕様のケーブルを使ってください。

40 IPアドレスが重複しています。 IPアドレスが重複しないように設定してください。

41 起動してから60秒以内にIPアドレスが確定しませんで
した。

機器設定ディップスイッチのスイッチ6(IP SETTING)が「PC」に設定
されている場合は、MTX-MRX EditorやDHCPサーバーでIPアドレス
を設定してください。

42 MTXのシステムを構成する機器が、ネットワーク上に
見つかりませんでした。

システムを構成するすべての機器の電源をオンにし、ネットワークに
正しく接続されているか確認してください。

43 ネットワークに接続している機器が多すぎます。 ネットワークに接続している機器の数を減らしてください。

44 時刻サーバーからの応答がタイムアウトしたか、サー
バーの時刻が不正値となっています。 時刻サーバーの状態を確認するか、別のサーバーを指定してください。

45 時刻サーバーとして指定したホスト名のアドレス解決
に失敗しました。

指定したホスト名とDNSサーバーの情報、およびDNSサーバーの状
態を確認してください。

46 Danteの送信フロー数が制限を超えました。 Dante Controllerで送信フローの一部をマルチキャストに変更するな
ど、フロー数を減らしてください。
MRX7-D 取扱説明書
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50 UNIT IDに「00」が設定されています。 UNIT IDを「00」以外に設定してください。

51 同一ネットワークに接続された機器に、同一のUNIT 
IDを持つ機器が発見されました。 UNIT IDが重複しないように設定してください。

52 [DCP]端子で通信エラーが発生しました。

• DCPのパネルにエラーが表示されている場合は、DCPの取扱説明書
を参照のうえ対応してください。
• DCPのパネルIDが重複しないように設定してください。
• ケーブルが規格範囲内の長さで確実に接続されているか確認してく
ださい。

53 [DCP]端子に接続されているDCPが、プロジェクトで
設定した構成と異なっています。

• 必要なDCPが接続されているか確認してください。
• 異なるモデルのDCPが接続されていないか確認してください。

56 SDメモリーカードが認識されませんでした。 仕様に合ったSDメモリーカードを使用してください。(28ページ)

58 SDプレーヤーで、指定されたファイルまたはフォル
ダーを再生できませんでした。

指定したオーディオファイルやフォルダーがSDメモリーカード内に存
在するか確認してください。指定したフォルダー内に再生可能なオー
ディオファイルが1つ以上存在する必要があります。

60 プリセットまたはスナップショットのリコールに失敗
しました。

メモリーの初期化を実行してください。それでも解決しない場合は、
ヤマハ修理ご相談センターにご連絡ください。

61 機器の起動時にリコールされるプリセットが見つからない
ため、リコールが実行されませんでした。

実在するプリセットを指定してください。適切なプリセットがリコー
ルされないと音が出ません。

64 指定されたプリセットまたはスナップショットをリ
コールできませんでした。

• ストアされていないプリセット番号がリコールされました。ストア
されているプリセット番号を指定してください。
• プリセットをストアしたあとに機器が追加された可能性があります。
MTX-MRX Editorで同期し、すべてのプリセットをチェックしてく
ださい。必要に応じて修正後、再度ストアしてください。

65 GPI INに無効なパラメータが設定されています。 EditorでGPI INの設定を確認後、再度同期操作を行なってください。

66 GPI OUTに無効なパラメータが設定されています。 EditorでGPI OUTの設定を確認後、再度同期操作を行なってくださ
い。

67 DCP[*]に無効なパラメータが設定されています。 EditorでDCP[*]の設定を確認後、再度同期操作を行なってください。

68 Wireless DCPに無効なパラメータが設定されていま
す。

EditorでWireless DCPの設定を確認後、再度同期操作を行なってく
ださい。

70 MTX-MRX Editorとの同期が完了していません。同期
処理が中断した可能性があります。

MTX-MRX Editorで再度同期操作を行なってください。問題が解決し
ない場合は、メモリーの初期化を実行してください。それでも解決し
ない場合は、ヤマハ修理ご相談センターにご連絡ください。

71 同期操作を行なったときのUNIT IDの設定と、現在の
UNIT IDの設定が一致しません。

同期操作を行なったあとはUNIT IDを変更しないでください。もし
UNIT IDを変更した場合は再度同期操作を行なってください。

72
DanteにDevice Lockが設定されているため、ディッ
プスイッチやMTX-MRX Editorの設定とDanteの設定
が一致しません。

Device Lockの設定をしている場合は、Dante Controllerから解除
するか、ディップスイッチの設定や、MTX-MRX EditorのDanteの設
定を見直し、現状に合わせて正しく設定してください。

80 Speech Privacyコンポーネントのオーディオファイ
ルが存在しません。

Install Speech Privacy FileダイアログからInstallを実行してくださ
い。

アラート番号 内容 対策
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■ 仕様

* 仕様および外観は改良のため、予告なく変更することがあります。

商品仕様

外形寸法(W×H×D) 480(W)×88(H)×351(D)mm, 2U

質量 6.5kg

電源電圧
Japan: 100V 50/60Hz
US/Canada: 110V－240V 50/60Hz
Others: 100V－240V 50/60Hz

消費電力 65W max.

発熱量(1時間当たり) 55.9kcal max.

動作温度範囲 0℃～40℃

保存温度範囲 -20℃～60℃

NC値 23 (フロントパネルより1m)

メモリー数 プリセットメモリー : 50個、スナップショット: メモリーサイズの上限に達するまでメモリー可能。

最大同時使用台数 MRX7-D、MTX5-D、MTX3、合計4台 (システム内にはMRXとMTXを合わせてEXi8/EXo8/XMVを含め合計20台ま
で接続可能)

電源ケーブル長さ 2.5m

同梱付属品 電源ケーブル、ユーロブロックプラグ(3ピン、タブ付き)×16、ユーロブロックプラグ(16ピン)×2、結束バンド×16、
取扱説明書

別売オプション デジタルコントロールパネルDCP1V4S-US、DCP4S-US、DCP4V4S-US

電気仕様

サンプリング周波数 48kHz/44.1kHz

シグナルディレイ 1.9 msec (typ. 48kHz, Analog IN から Analog Out へのスルー接続時)

周波数特性 20Hz～20kHz: max: +0.5dB, min: -1.5dB

全高調波歪率 0.05%以下(+4dBu, Gain: -6dB, 48kHz)
0.1%以下(+4dBu, Gain: +66dB, 48kHz)

ダイナミックレンジ 107dB (typ. Gain: -6dB)

入力換算雑音(EIN) -126dBu (typ. Gain: +66dB)

クロストーク/チャンネル
セパレーション -100dB (max. @1kHz)

デジタルケーブル類の最大
長さ

YDIF端子: 30m (機器間のケーブル長)
DCP端子: 200m (MRX7-Dから終端のDCPまでの合計ケーブル長。24 AWGの場合)

インジケーター
INPUT PEAK: RED -3dBFS
INPUT SIGNAL: GREEN -40dBFS
OUTPUT SIGNAL: GREEN -40dBFS

ファンタム電源 48V(チャンネルごと、個別に設定可能)

端子仕様

フォーマット

GPI端子: IN(1-15ch): 0～5V
IN(16ch): 2.5～24V: High、2.5V未満: Low、耐入力+24V
OUT: Open Collector
+V: DC5V

Dante [PRIMARY]/[SECONDARY]端子: 1000BASE-T
RS-232C端子: RS-232C(BAUD RATE: 38.4kbps/115.2kbps)

ケーブル仕様
DCP端子: CAT5e以上のイーサネットケーブル(ストレート結線。８ピンすべてが接続されていること。)
YDIF端子: CAT5e以上のイーサネットSTPケーブル(ストレート結線。８ピンすべてが接続されていること。)
Dante [PRIMARY]/[SECONDARY]端子: CAT5e以上のイーサネットケーブル

SDメモリーカード仕様

対応フォーマット ファイルフォーマット: FAT32, FAT16, FAT12
Windows XP以降またはMac OS X以降のコンピューターで作成されたものを対象とする。

対応容量 メディア最大容量: SDHC: 最大32GB
SD: 最大2GB

最大ファイルサイズ
(1ファイル当たりの最大サ
イズ)

FAT12: 最大32MB
FAT16: 最大2GB
FAT32: 最大2GB

音声ファイルフォーマット: 
WAV

16bit 2ch PCM
サンプリング周波数: 8kHz, 11.025kHz, 12kHz, 16kHz, 22.05kHz, 24kHz, 32kHz, 44.1kHz, 48kHz

音声ファイルフォーマット: 
MP3

MPEG-1/2/2.5 Audio Layer-3
サンプリング周波数: MPEG-1: 32kHz, 44.1kHz, 48kHz

MPEG-2: 16kHz, 22.05kHz, 24kHz
MPEG-2.5: 8kHz, 11.025kHz

ビットレート: MPEG-1: 32kbps～320kbps, VBR (Variable Bit Rate) *ただし、フリーフォーマットを除く。
MPEG-2, 2.5: 8kbps～160kbps, VBR (Variable Bit Rate) *ただし、フリーフォーマットを除く。
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■ 入出力特性

アナログ入力

* 0dBu= 0.775Vrms、0dBV= 1.00Vrms
* 入力用ADコンバーターはすべて24ビットリニア/128倍オーバーサンプリングです。
* +48V DC(ファンタム電源)はソフトウェア制御で、それぞれのユーロブロック入力端子に供給されます。

アナログ出力

* 0dBu= 0.775Vrms
* 出力用DAコンバーターはすべて24ビットリニア/128倍オーバーサンプリングです。

■ 寸法図

入力端子 ゲイン 入力
インピーダンス

ソース
インピーダンス

入力レベル
コネクター

規定レベル 最大ノンクリップ
レベル

INPUT 1–8
+66dB

10kΩ
50–600Ω Mics 
& 600Ω Lines

-62dBu (0.616mV) -42dBu (6.16mV) Euroblock (Balanced)
(5.08mm pitch)-6dB +10dBu (2.45V) +30dBu (24.5V)

ST IN 1, 2 — 10kΩ 600Ω Lines -10dBV (316mV) +10dBV (3.16V) RCA Pin Jack

出力端子 出力
インピーダンス

負荷
インピーダンス

出力レベル
コネクター

規定レベル 最大ノンクリップ
レベル

OUTPUT 1–8 75Ω 10kΩ Lines +4dBu (1.23 V) +24dBu (12.3V)
Euroblock (Balanced)

(5.08mm pitch)

430

480

35
1

36
0

36
6

4
88

単位：mm
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■ ブロック&レベルダイアグラム
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■ 索引

Symbols
+48V ...............................................................................12
[▲]/[▼]ボタン ............................................................. 9
[ALERT]インジケーター .............................................. 9
Dante [PRIMARY]端子 ...............................................12
Dante [SECONDARY]端子 .......................................12
[DCP]端子 .....................................................................11
[ENTER]ボタン .............................................................. 9
[GPI]端子 .......................................................................10
[INPUT PEAK]インジケーター .................................. 9
[INPUT SIGNAL]インジケーター .............................. 9
[INPUT]端子 .................................................................12
[OUTPUT SIGNAL]インジケーター .......................... 9
[OUTPUT]端子 .............................................................12
[POWER]インジケーター ............................................ 9
[PRESET]ディスプレイ ............................................... 9
[PRIMARY]インジケーター ......................................... 9
[RS-232C]端子 ............................................................10
[SCHEDULER]インジケーター .................................. 9
[SD/ACT]インジケーター ........................................... 9
[SECONDARY]インジケーター ................................. 9
[ST IN]端子 ...................................................................12
[SYNC]インジケーター ................................................ 9
[UNIT ID]ロータリースイッチ ..................................10
[YDIF]インジケーター .................................................. 9
[YDIF]端子 ....................................................................12

A AC IN端子 .....................................................................10

C Cascadeモード ............................................................17

D DAISY CHAIN ..............................................................11
Dante ..............................................................................15
DCP .................................................................................. 8
Distributionモード ........................................................17

I INIT. (INITIALIZE) ........................................................11
IP SETTING ..................................................................11
IPアドレス .....................................................................11

L LOCK ..............................................................................11

M MTX-MRX Editor ............................................................ 8

P PANEL LOCK ...............................................................11
PC ...................................................................................11
POWER IN +24V DC .................................................12

R REDUNDANT ...............................................................11
RESUME ........................................................................11

S SDメモリーカード .................................................. 9, 21
SDメモリーカードスロット ................................. 9, 21
SECONDARY PORT ..................................................11
START UP MODE .......................................................11

U UNIT ID ......................................................................9, 10
UNLOCK ....................................................................... 11

Y YDIF ..................................................................................8

ア アース用ネジ ................................................................ 10
アラート .....................................................................9, 26
イベント ......................................................................... 19
インストール ................................................................ 17
ウィザード画面 ............................................................ 17
オンライン .................................................................... 18

カ 各部の名称と機能 ...........................................................9
クイックガイド ............................................................ 17
結束バンド ................................................................7, 13
コントロールパネル .......................................................8

サ 初期化 ............................................................................. 21
スケジューラー ............................................................ 19
スター接続 .................................................................... 15
ストア ............................................................................. 17
スロット .................................................................. 12, 14
接続図 ............................................................................. 17

タ デイジーチェーン接続 ................................................ 15
ディップスイッチ ........................................................ 10
電源スイッチ ...................................................................9
特長 ....................................................................................8

ハ 排気口 ............................................................................. 10
ファンタム電源 ............................................................ 12
プリセット ........................................................ 9, 17, 18
プロジェクトファイル ......................................... 17, 18
フロントパネル ...............................................................9

ヤ ユーロブロックプラグ ............................. 7, 10, 12, 13

ラ リアパネル .................................................................... 10
リダンダンシーネットワーク .................................... 16
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アフターサービス
お問い合わせ窓口
お問い合わせや修理のご依頼は、お買い上げ店、または
次のお問い合わせ窓口までご連絡ください。

●機能や取り扱いに関するお問い合わせ

●修理に関するお問い合わせ

●販売元
(株)ヤマハミュージックジャパン PA営業部
〒103-0015 東京都中央区日本橋箱崎町41-12　
KDX 箱崎ビル1F

保証と修理について
保証と修理についての詳細は下記のとおりです。

●保証書
本書に保証書が掲載されています。購入を証明する書類
(レシート、売買契約書、納品書など)とあわせて、大切
に保管してください。

●保証期間と期間中の修理
保証書をご覧ください。保証書記載内容に基づいて修理
させていただきます。お客様に製品を持ち込んでいただ
くか、サービスマンが出張修理にお伺いするのかは、製
品ごとに定められています。

●保証期間経過後の修理
ご要望により有料にて修理させていただきます。
使用時間や使用環境などで劣化する下記の有寿命部品な
どは、消耗劣化に応じて交換が必要となります。有寿命
部品の交換は、お買い上げ店またはヤマハ修理ご相談セ
ンターまでご連絡ください。

●補修用性能部品の最低保有期間
製品の機能を維持するために必要な部品の最低保有期間
は、製造終了後8年です。

●修理のご依頼
本書をもう一度お読みいただき、接続や設定などをご確
認のうえ、お買い上げの販売店またはヤマハ修理ご相談
センターまでご連絡ください。修理をご依頼いただくと
きは、製品名、モデル名などとあわせて、製品の状態を
できるだけ詳しくお知らせください。

●損害に対する責任
本製品(搭載プログラムを含む)のご使用により、お客様
に生じた損害(事業利益の損失、事業の中断、事業情報
の損失、そのほかの特別損失や逸失利益)については、
当社は一切その責任を負わないものとします。また、い
かなる場合でも、当社が負担する損害賠償額は、お客様
がお支払いになったこの商品の代価相当額をもって、そ
の上限とします。

ヤマハ・プロオーディオ・インフォメーションセンター

上記番号でつながらない場合は 03-5488-5447
受付時間 月曜日～金曜日11:00 ～ 18:00

(土曜、日曜、祝日およびセンター指定休日を除く)

FAX 03-5652-3634
オンラインサポート　http://jp.yamaha.com/support/

ヤマハ修理ご相談センター

上記番号でつながらない場合は 053-460-4830
FAX 03-5762-2125 東日本 (北海道/東北/関東/甲信越/東海)

06-6649-9340 西日本 (北陸/近畿/四国/中国/九州/沖縄)

修理品お持込み窓口
東日本サービスセンター
〒143-0006　東京都大田区平和島2丁目1-1
京浜トラックターミナル内14 号棟A-5F
FAX 03-5762-2125

西日本サービスセンター
〒556-0011　大阪府大阪市浪速区難波中1丁目13-17
ナンバ辻本ニッセイビル7F
FAX 06-6649-9340

受付時間
月曜日～金曜日 10:00 ～ 17:00
(土曜、日曜、祝日およびセンター指定休日を除く)

* 名称、住所、電話番号、営業時間、URLなどは変更になる場合があり
ます。

0570-050-808
※ 固定電話は全国市内通話料金でご利用いただけます。
通話料金は音声案内で確認できます。

0570-012-808
※ 固定電話は全国市内通話料金でご利用いただけます。
通話料金は音声案内で確認できます。

有寿命部品
フェーダー、ボリューム、スイッチ、接続端子など

ASCAMIPAMPPCA10
MRX7-D 取扱説明書
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1. 保証期間中、正常な使用状態(取扱説明書、本体貼付ラベルなどの注
意書に従った使用状態)で故障した場合には、無償修理を致します。

2. 保証期間内に故障して無償修理をお受けになる場合は、商品と本書
をご持参ご提示のうえ、お買上げ販売店にご依頼ください。

3. ご贈答品、ご転居後の修理についてお買上げの販売店にご依頼でき
ない場合には、※ヤマハ修理ご相談センターにお問合わせください。

4. 保証期間内でも次の場合は有料となります。
（1）本書のご提示がない場合。

（2）本書にお買上げの年月日、お客様、お買上げの販売店の記入が
ない場合、及び本書の字句を書き替えられた場合。

（3）使用上の誤り、他の機器から受けた障害または不当な修理や改
造による故障及び損傷。

（4）お買上げ後の移動、輸送、落下などによる故障及び損傷。

（5）火災、地震、風水害、落雷、その他の天災地変、公害、塩害、
異常電圧などによる故障及び損傷。

（6）お客様のご要望により出張修理を行なう場合の出張料金。

5. この保証書は日本国内においてのみ有効です。
This warranty is valid only in Japan.

6. この保証書は再発行致しかねますので大切に保管してください。

＊この保証書は本書に示した期間、条件のもとにおいて無償修理をお約
束するものです。したがってこの保証書によってお客様の法律上の権
利を制限するものではありませんので、保証期間経過後の修理などに
ついてご不明の場合は、お買上げの販売店、※ヤマハ修理ご相談セン
ターにお問合わせください。

＊ご記入いただきましたお客様のお名前、ご住所などの個人情報は、本
保証規定に基づく無料修理に関する場合のみ使用致します。取得した
個人情報は適切に管理し、法令に定める場合を除き、お客様の同意な
く第三者に提供することはありません。

※その他の連絡窓口につきましては、本取扱説明書をご参照ください。

ご販売店様へ　※印欄は必ずご記入ください。

持込修理

品 名 シグナルプロセッサー

品 番 MRX7-D

※シリアル番号

保 証 期 間 本 体 お買上げの日から1ケ年間

※お買上げ日 年　　　月　　　日

お 客 様 ご住所

お名前　　　　　　　　　　　　　様

電 話　　　　(　　　)

本書は、本書記載内容で無償修理を行う事をお約束するものです。
お買上げの日から左記期間中に故障が発生した場合は、本書をご提示
の上お買上げの販売店に修理をご依頼ください。
ご依頼の際は、購入を証明する書類(レシート、売買契約書、納品書
など)をあわせてご提示ください。

(詳細は下項をご覧ください)

PA営業部
〒103-0015
東京都中央区日本橋箱崎町41番12号 KDX箱崎ビル1F
TEL. 03-5652-3850

※
販
　
売
　
店

店　名

所在地

電　話 　　　　　　(　　　)

印

保 証 書

保証規定
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(top_ja_02)

機種名(品番)、製造番号(シリアルナンバー )、電源条件などの情報は、製品の天面にあ
る銘板または銘板付近に表示されています。製品を紛失した場合などでもご自身のものを
特定していただけるよう、機種名と製造番号については以下の欄にご記入のうえ、大切に
保管していただくことをお勧めします。

機種名

製造番号
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ヤマハダウンロード
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